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　　　　　　　重職者の手紙｜週刊誌
幸せを探しているあなたへ
なぜイエスだけが私たちの
道になるのでしょうか
神様に会った人と、会うことができない人の差

どんなに悪い人でも、死ぬ時には真実になると言われています。ここに、歴史の中で真実だった二人の告白があります。いったい何が彼らの人生の最後にこのように違う告白をさせたのでしょうか。「私の罪は数えきれない程多くて、須弥山を越えてしまう。私は一生涯、人を欺いた。真理を探せなかったので私は死んで、地獄の火に落ちるんだな･･･」1993年11月に入寂した仏教の高僧ソンチョル僧侶は、ヨルバンソング(涅槃頌)で、長い間心に秘めていたことをうち明けました。もう一人は、初代教会時代の最高の伝道者だったパウロの最後の告白です。「私は勇敢に戦い、走るべき道のりを走り終え、信仰を守り通しました。今からは、義の栄冠が私のために用意されているだけです。かの日には、正しい審判者である主が、それを私に授けてくださるのです。私だけでなく、主の現われを慕っている者には、だれにでも授けてくださるのです」(Ⅱテモテ4:7～8)。
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はたして、すべての宗教はみな同じなのでしょうか
多くの人々が宗教はみな同じだ、善を行うのが目的だと話します。力を注いで、徳を積めば救われると思っています。しかし、キリスト教は宗教ではなく、いのち、そのものなのです。宗教は人々が作ったことで、人の行いが基準になりますが、福音は神様がくださったことで、神様の救いが基準になるのです。救われていない者は、そのたましいは、サタンに縛られています。したがって、一生涯、サタンの呪いの下でさまよって、偶像崇拝、先祖供養、お札、お守り、お祓い、宗教などを訪ね歩くようになるのですが、結局、現実的には、この世でも苦しみ、失敗して、世の中を去る日には、地獄に行くようになります。
救うことができる人は、ただ1人しかおられません。

サタンの権威に勝たれた方だけが、あなたを救うことができます。必ず人間でなければならず、罪があってはならず、神様を離れる原罪を犯したアダムの子孫ではあってはなりません。罪の代価を払うために、罪がない方が死ななければならず、神様だという証拠で復活しなければなりません。これらすべての条件を満たすことができる方が、世にただ1人だけ来られたのですが、その方がまさしく、イエス・キリストなのです。このイエス様を信じれば、原罪、自分が犯した罪、先祖の罪から解放され、サタンの権威とその運命から抜け出して神様の子どもになります。祈り答えと天国の祝福を味わうようになります。次の受け入れの祈りを通してあなたのすべての問題を解決することができるのです。
「愛の神様、私は罪人です。イエス様がキリストとして来られ、十字架で死んで復活されることによって、罪とサタンの権威をうち砕かれて、私の人生のすべての問題を解決して下さったという事実を信じます。今、私の心の扉を開いて、イエス様を私の救い主、私のキリストとして受け入れます。これから私を導いて下さって、神様の子どもの祝福を味わって生きることができるようにさせてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン」
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現場のこだま　　重職者が送る手紙
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主にあって、
シャローム!

いつも感謝します。
実は、この前の1月の
重職者の手紙＜深い泉＞
１号が出た時から、これが
私の伝道の方法だと思い、
会社に来て、PDFファイルにして、私が知っている人たち、および信徒たちに、e-mailで毎週、送っています。連絡できた方に、この手紙を通して食事を招待されるなど、目に見えないのですが、霊的流れが入った重要なメッセージであることを悟りました。今は、全世界7ケ国120人ほどに、この重職者の手紙を送る喜びを味わっています。会社の近所の食堂の主人にも、自然に重職者の手紙をあげています。そして、会社の取引先の社長(クリスチャンですが、伝道総会とは違う教会)がe-mail以外に、重職者の手紙(10部)を個人的にお願いして来られたので、<深い泉>を追加で買って、書留で発送してあげています（とても恵まれると言われ、自分の両親、および、その他の人々に渡しているということです）。福音をすべての人々に、みんなが聞くようにしなさいというメッセージを聞いて「これが現場で伝える福音のメッセージである重職者の手紙なんだな!」ということを悟るようになりました。
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伝道者の祈り
主よ、私の生活の中で　柳光洙牧師　詩

主よ。

私の生活の中でインマヌエルを味わえますように。私の考え、私の小さな事、神様のものとなりますように。

主よ。私の人生が、弟子の道にありますように。
私の過去、私の今日、私の未来を主にささげます。

主よ。私の歩みが伝道の中にありますように。

道を失い、さまよう羊を探す所にありますように。

主よ。私の子孫が宣教の中にありますように。
国々の中の弟子たちと手を高くあげて、ともに賛美をささげます。

私を越えて神様の恵みを、答えを越えて神様の願いを、働きを越えて神様の計画を、祝福を越えて神様の契約を、人間、人々を越えて、神様の愛を見せてください。

レムナント時代を抱いて、神様に立つようにさせてください。
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The Leader’s Time   2008年５月16日通巻第17号　深い泉　02
ツラノ運動の主役

One To Ten
人生、時代の歴史を変える手紙があります ● 初代教会の伝道者だったパウロの手紙、それを書きとめたテルテオ、それを伝えたフィベ執事の足跡は、ローマを変えてしまいました。イエス・キリストの公生涯の働きと初代教会の使徒を通して起きた聖霊の働きを手紙に記録して、テオピロに伝えた医者ルカの手紙は、2千年が過ぎたこんにちでも、神様の生きているみことばとして働いています。このように、小さい献身で大きい実を結ぶようになるのが、福音の力です。すべての人が、この福音を聞くようにするのがタラッパン伝道運動です。それで、神様が重職者時代を開かれて、重職者の手紙を始めるようにされました。
重職者の手紙の中に隠された祝福があります ● 最初に、個人の恵みの通路で、祈りの手帳です。一週間に一回ずつ出てくる深い泉を、一字ももらさず、几帳面に読んでみてください。その中で、重要なメッセージの流れと重職者の答えを発見するようになります。二つ目は、どんな集いででも、メッセージとして伝えることができます。一緒に読んでメッセージとして伝える時、影響が及ぼされるようになります。三つ目は、個人生活の伝道トラクトです。親しい人、話しが通じる人、未来の重職者になるレムナント、私の周辺の人、料金所を通り過ぎながらも、誰にでも、最も簡単に伝道トラクトとして渡すことができます。四つ目は、初代教会の手紙のように弟子を養育して発掘することに重職者の手紙が活用できます。今日のみことば、今日の祈り、今日の伝道を通して、使徒の働き19章10節に起きたツラノ運動のみわざが、皆さんの答えになるように願います。「これが二年の間続いたので、アジヤに住む者はみな、ユダヤ人もギリシヤ人も主のことばを聞いた」
	毎日、毎日の答えの泉

19日（月）

祝福のモデル（ローマ16:20～27）

神様は私たちを、２４時間、祈りが通じて、伝道と弟子を見る目が通じて、働きと目標が通じる神様との特別裏面契約のモデルとして召されました。
20日（火）

伝道運動に関する基本的なこと

（使徒1:12～15）

タラッパン伝道運動は、初代教会が味わっていたキリストにある重要な告白と現場の事実、重要な答え（キリスト、神の国、聖霊充満）を回復して、現場を生かす運動です。
21日（水）
永遠のいのちを持った者と見物した者（ヨハネ6:60～71）

永遠のいのちを持った者がキリスト、祈り、聖霊充満を体験して、心からの信仰告白をささげる時、重要な未来と伝道の門が開かれるようになります。
22日（木）

成功の聖書的方法（使徒1:1～14）
神様の国と私だけの聖霊充満を味わって、今日を成功することが、聖書的な成功の方法です。
23日（金）

RUTC時代（イザヤ62:6～12）

現場の実像を見る時、レムナント運動の理由を知り、RUTCという契約を証拠として握るようになります。私はここにどのように用いられているのでしょうか。
24日（土）

霊的専門性（マタイ16:13～20）
全ての問題の解決であるキリスト、神様が与えられた力を受ける祈り、インマヌエルを見るようになる伝道の奥義に根を下ろすことが霊的な専門性です。
週間のメッセージの流れ

産業宣教

　愛する者（ローマ16:5,8）

伝 道 学

　教会生活の葛藤をどのように解消す
るのか（使徒16:6～10）
核心訓練

　いのちをかけた証人（使徒4:1～12）

聖日１部

　あなたがたの父である悪魔
　（ヨハネ8:39～44）

聖日２部

　敵がもっとも恐れる地教会運動 
（使徒19:8～20）
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今週の黙想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　深い泉　03
私のたましい、心、祈りの中に
込められなければならない福音

三重苦の障害をもって生まれたが、それを克服して、一世紀が過ぎた後にも、全世界の手本になっているヘレン・ケラーと、その師であったアン・サリバンが一緒に写っている写真が120年ぶりに公開された。この写真は、ケラーとサリバンが、夏期休暇でマサチューセッツ州のブルースターを訪問していた時に撮影されたもので、ヘレン・ケラーとサリバンが出会ってから16ヶ月が過ぎた時のものだ。写真の中のケラーは８歳で、膝の上に置いた人形は、サリバン先生がケラーに最初に出会った時に贈ったプレゼントである。この一枚の写真を見て、「ヘレン・ケラーを見るサリバンの心の中に、先生にもらった人形を抱いているヘレン・ケラーの心の中に、何が込められているのか。そして、私の心の中に込められているのは何か」を考えてみてはどうだろうか。　　　　　　　　　　
	私が孤独で、みすぼらしく感じられる時も、神様はより大きい恵みを備えておられます。神様の子どもは、すでにキリストの中でみな受けたのです。探し出せば良いのです。その中に命をかけるほどの価値が入っています。味わえば良いのです。この福音運動は誰も止めることはできません。それで、恐れずに挑戦すれば良いのです。

サタンは地教会運動を最も恐れます。今も確かに悪魔は働いています。おもに物欲、淫乱の欲、名誉欲を通して入ってきます。この問題を人間は自ら解決できないからキリストを送ってくださいました。このキリストを私のたましい、心、考えの中に、私の祈りの中に、私のキャラクター(気質)の中にいっぱい満たすことが完全に勝利する道です。この弟子たちが現場に出て神様の国を味わって、みことばの力を味わって、弟子を別に呼んで立てるのが地教会運動です。この時、暗やみは完全に崩れるようになります。ここにあなたが主役なのです。
説教_柳光洙牧師、整理_チャ・ドンホ牧師


真に幸せな伝道者が胸に込めていたことがあります。パウロが、ローマ福音化を可能にしたのは、方法でも、戦略でもありません。パウロの胸の中に込められた福音に対する深い愛です。パウロは、ここから根源的な幸せと感謝が湧いて出たのでした。神様が人間の救いのために与えて下さった愛が、まさに福音で、その福音がまさにイエス・キリストです。この福音を通してパウロは自分に向けられた神様の愛を悟るようになりました。それで、この伝道運動に命をかけたのです。「私は本当に福音の中にいるんだな。私は本当に神様の子どもなんだな!」という事実を知れば、神様の時代的要請を胸に抱くようになって、答えの門は開かれるようになるのです。

福音の愛を込めれば、葛藤も苦難も答えになります。神様は、なぜ神様の子どもに葛藤と苦難を与えられるのでしょうか。より良い未来が備えられているので、現実に留まっていずに、教訓と正しい祈りの課題として最高の答えに向かって挑戦しなさいということです。苦難は伝道の大きい畑で、世界を動かす現場に進む近道です。


深い泉STORY　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008年５月16日通巻第17号　深い泉　04
一度の「ピンポン」で、一万歩を走る
四代目で教会に通っている
Ｋ執事の信仰生活は、この
ようでした。教会には、
罰を受けるかと思っ
て通っていて、十分の
一献金は出し惜しみ
をして、感謝献金は出
さなければならない
理由が分からないか
ら出さず、建築献金は
善行を積むように出
しました。その上に、
建築献金を出したこ
とは、一年に純利益が十数億を上回る事業に、もしも神様が冷水を浴びせられるのではないかという恐れる心で、やむをえず出していたのでした。それも、一番体面が保てる献金が建築献金ですから。
某名門大学校に体育館を作るほど、あふれるのがお金しかなかった実家は、お金の力で権力も味わったようです。ところが、ある日、その家系の希望だった兄が若くして死んでしまったのです。全国に事業を手広くしていた別の兄は、破産して、そのまま父の最後に残したお金まですっかり持って、どこかに影を隠してしまい、母まで先立って、父は子どものために全身を削ってまで食べさせるトゲウオのように、やせこけて、わびしく病床に寝ていました。その上、執事自身も激しい不眠症で、安らかに一度、眠ってみた記憶もかすかなほどです。そのように、事業も、多かったお金も、タイヤがパンクして空気が抜けてしまうように、ある日、すっかりぺちゃんこになってしまいました。執事自身も、短命な兄たちの運命と同じように、死ぬ日まで、いくらも残っていないと思いました。
それで、ブランドの服、靴から、持ち物を全部整理して、慈善団体にみな寄付してしまって、ジーンズにぶかぶかなＴシャツを着て、死ぬ前までは「ほろびないように」するため、有名ブランドを一、二着、そして、ベンツ一台を残して乗っていたのです。それでも、食べて生きなければならないから、夫の友人が無償で貸してくれた江南（カンナム）駅の近くのビルディングの一階で、韓国料理の店をしてみたのでした。それも、教会で学んだことが律法だったので、「焼酎を売る商売」が気に食わず、夫がしようがしまいが、損してもしなくても、おかゆを炊こうが関係なく、死ぬ日だけ、夜も寝ずに待っていたのでした。

そんなＫ執事は、最近、このようです。

焼酎を売る商売が嫌いだと言う執事の言葉に「そのような酒を飲む人にだれが伝道するのか」と答えていた夫が、突然、偉大なイエス様の弟子に見えて、偉さすら感じます。いつも花札が趣味であった夫に、快くコンピューターのモニターをつけます。花札が財産を食いつくしたという過去の不平不満は、そんなことが果たしてあったのかというほど、考えも出ません。十分の三を献金するのがうれしいうえに、十分の九を献金することが目標です。十億儲けて、九億出せば、一億でじゃんじゃん使えるということが、最近の献金の計算法です。尊い奥様が考えることさえできない、どんな韓国料理の店にしたらよいのかと、鹿の首のように一人でつんとしていた首がなごんで、今はどっと押し寄せてくるお客さんがとても愛らしくて、おいしく作る手つきで材料を誠実に混ぜ合わせ、おいしいネギの塩漬けに、野菜をたっぷり入れて、最高のキラキラとした微笑で、お客さんを王のように迎えて仕えています。

思ったよりお客さんが来ない日ならば、「祈り答えの機会」だと思います。

契約を握った祈りを確実にしても、瞬間的に考えの中に入ってくる恐れと不信仰を、イエス・キリスト、その御名の権威で、パッとうち砕く－霊権ある(!)祈りを終えると、恐ろしいことに、たくさんの人が入ってきて、空席をぎっしり埋めて「まるで明日に地球の終末が来るように」おいしく肉を食べてくれるとは･･･祈りもそうで、伝道もそうで、事業もそうで「味わってこそ、味が分かる」ことだと得意げに言います。この頃は、聖日の講壇メッセージを契約として握って祈ってみると、とても眠たくて、睡眠が押し寄せてきて、深い眠りにすっと入るので、顔色も良くなっています。その上、ほっそりとしてきているので、その秘訣を尋ねたところ、返事がこうでした。「お客さんが押すピンポンという一押しで、私が一日に一万歩走ることになるので、ダイエットには最高なんです。この頃は、お客さんが、私のことをお嬢さんと呼んでくれるんですよ。フフフ」そのような時、少しの離れたタカウンターで、カード遊びをしている夫がすばやく聞いて、大声を張り上げるそうです「あぁ、お客さん、老いたお嬢さんですよ!」　
随筆家＿キム・ユスン牧師夫人

＊相談したい方はこちらに連絡してください

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
